
832 D．測定法m（in　vitro，イムノアッセイ）
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　　　　　　固相法によるthyr。xine　radi・immun・assay

　の基礎検討と臨床応用

　　　阪大　中検

　　　　○西　啓子，宮井　潔

　　　大阪血清

　　　　　川島　実

　Thyr。xine（T4）の測定は，甲状腺疾患の臨床診断の

みならず，クレチン症のマススクリーニングに用いら

れるなど非常に需要が多いため，簡便且つ精度の高い

方法が望まれる。最近T4radi。immun。assay（RIA）の

固相法が開発され我々も2種のKit，　Gammac。at　T4と

Spac　T4とを入手する機会を得たので，その基礎的検

討と共に，臨床応用，とくに炉紙乾燥血液中T4測定

の可能性につき検討を行なった。

　AGamrnacoat．

Ll）測定温度・時間：反応時間を45分と一定にし，温

度を4，26，37℃としてincubateしたところ，標準曲

線は低濃度域でB）／crが増加し，50％interceptでみ

た感度は上昇した。しかし検体としてp・。18erumを

用い，標準T4と同一温度でincubateしてみた所測定
値には有意の差はみられなかった。次に温度は室温と

一定にし時間を15分～3時間とかえてみた所，時間

と共に低濃度のB／Tは上昇したが，検体測定値lcはほ

とんど差はみられなかった。

（2）稀釈実験：T4高値血清をT4　free　serUfnで稀釈し

た場合，濃度と測定値の間には直線関係が得られた。
（3）125　1－　T4量：1251＿T4量を％にした場合，B／T％はむ

しろ上昇したが検体の測定値はほとんど一致した。

（4）再現性：同一検体を測定した際の変動係数は日内

3．2～48％，日差2．7～4．2％であった。

（5）他のRIAとの比較：栄研二抗体法（x）の標準T4と

本法（y）での標準T4を，本法で比較した所，前者はやや

低かった。又血清検体を両者で測定した時の相関は，

y＝O．99x＋O．　94，　r＝O．98と良好であった。

（6）臨床例：Euthyr。id　lこ比し，hyperthyr・idで高

値，hyp。thyr・idで低値の結果を得た。

（7）炉紙乾燥血液中T4の測定：同一血清について非溶

血（x）と溶血（y）を比較すると，y＝0．87x＋0．3とやや

差がみられた。そこで既知濃度丁4を含む全血を炉紙上

にスポットして標準血液炉紙を作り本法で測定してみ

た。予めSalineで抽出した場合，またはSp。tを入れ

3時間incubateした場合一定の標準曲線が得られた。

　B．　SpacT4

　SpacT　4については3種の1。tを用い標準曲線を比

較した所大差はなかった。「ncubati。n時間を1時間

と一定にし，温度4，23，37℃で比較した所37℃で

B／B・はやや低下したが大差はなかった。その他前述

と同様，種々の基礎検討と応用を試みた。
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乾燥ロシサイロキシンRlA法に民する基
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　　O青山正助
国立西埼中　小児

　　　原　朋邦，下村正彦，檜崎　修

　　　平島要一，中山治美，笠木重人

同

同

　　　　産婦

小島　修，西浦天宣，渋江義郎

名誉院長　加来道隆

米山病院

　　　山本正者，大倉万典，米山国義

東邦大　第一内

　　　入江　稔

　サイロキシン乾燥ロ紙法に関しては，国内において

も諸家の報告がなされているが，その測定感度に関し

ては未た充分なものとはいえない。我々tt　ig　一一ラジオ

アイソトープ社のRIA－Mat　T4　KitをPEG
法に改良することによりDisc径6mm，3mm（2
枚）．血清量にしておよそ2　を高感度にて充分に再現

性良く測定できる方法を開発した。本法によれは6mm

DiSc，3・rn・rn　Discの血清値との相関は極めて良好

であり，成人に対してはそれぞれr・　o．968，r・　O．9

79が得られた。新生児（生後5日目）の場合には6

mm　Discに対しτ・o．　814と成人に此し低い柏曳で

あつたかこれは測定検体の濃度分布か正常値のみに限

定されたことによるものと思われる。新生児（生後5

日目）の正常値としては血清値，ブイルター値に対し

それぞれ8．6～17．4，6．06～17．08　・“i」《か得られたo

　測定上の問題点としてけ
）1

）2

スポツトする全血量の差によりDiScあたりの全
血量に大きな差が生じること，

Discにスボツトされた全血中のサイロキシンは

クロマトグラフイツクな効果により一様に分布し

ていない。この為スボツトの中心と端でのサイロ

キシン値は3mm　Discを用いた場合に付20～

30％の差が生じる。しかし6mm　Discに関し
てはこのよう方差は見られ方かつた。

　以上我々の開発した方法はクレチン症のマススクリ

ー ニングに対し極めて有効であると思われる。
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